





























































































































































































するに時代や地域によって思想や価値観が大きく異なるむろん謡諺の風格からもそれを考察すること で 。さらに文学的で芸術的な特色や口語、俗語なども 察する価値がある資料と考える。
 
謡諺は歴史に洗練され、隆盛から停滞へ向かう過渡期が
あり、発展していく時期もあ 近代の童謡は社会的・政治的な要素より文芸性を重視することに変遷した 現童謡いわば子ども歌は子どもの天真爛漫の気質を優先に作られたものが多い。しか 、歌詞に知・徳・体の現代学習要素がみられるものも少なくない。さらに政治を讃える教化手段としての童謡 継続している。その他、外国の童謡の新風が吹き込まれ、現代 童謡に大きな変化をもたらした。謡諺から変遷 た や唱歌には文化感覚と文化意志が現れている。これらのも は中国文化そのものと言って
46 ??の????に?する???
ける。さらに出典、著者、巻数、種目などを明記した。その他、謡諺の時代、社会的な背景も記した。杜文瀾は凡例に「
謡諺採自各書。 必當依拠善本。 謡諺原委証験、 必当叙禄。
有在上文者則引上文。
有在下文者則引下文。 在上文亦在下






謡諺之詞、 諸書並載、 而大同小異者、 則以一書為主、 而注
列異文。
此略彼詳者、 則以全篇為主、 而注明増補。 事跡無甚








































































が多くみられる。しかし、謡諺はすべて庶民によるものではない。その中には、知識人によるものも多く存在す 。謡諺 すさまじい現実の記録あるいは予言 詩である。時









































































伍之。 孰殺 、 我其与之。
」と子産を殺すほど憎いという
内容の歌が世に流れた。しかし、その後、子産が制定した法律「成文法」が定着し、言論自由な社会 めざ 子産を肯定的な歌が新た 生まれた。 「
我有子弟、 子産誨之。





いる。徒歌謂之謡が元来の意義であり、謡は無伴奏 音楽の範疇に属する。謡は歌謡 謡謳、謡歌、吟 、謡咏 謡
49?　?　?　?


















































いがみられる。 『古謡諺』に先秦から明代まで 古典 が収録されたが、清代 謡諺については触れなかっ 杜文瀾は凡例の中で「
紀古不紀今
」と強調した。何故、杜文瀾






















『国語』 、 『孟子』などに記 ていた 漢代に るとさらに発展し、 『史記』 、 『漢書』 、 『後漢書』などの多くの典籍に散見しており 漢代は謡諺の隆盛時期であると言われいる。隋と唐代においても謡諺の創作の発展にともない、官修書目あるいは名士の文集の中に多々 の謡諺が採録されていた。例えば官修の 芸文類聚』の中にも大量に用いられた。宋代に入 と謡諺集録が続々 と集録として編纂さるようになっ 最も大量に謡諺を集録した が『太平御
覧』である。その中では「謳」 、 「歌」 、 「謡」三つに分かれて記載され、周朝から魏晋までの諺を幅広く収集した。その他、郭茂倩『樂府詩集』百巻「雑歌謡辞」に「歌辞・謡辞」があるが、 「諺」については触れなかった。 『樂府詩集』は作品の音楽性を重視したため、 「諺」を除外し と思われる。その後、宋代の周守忠の『古今諺 と『古代諺』が創出された。
 
明代になると謡諺の集録が一挙に開花したと言われてい
る。この時期を代表する楊慎の『古今風謡』 、 『古今諺』 、郭子章の『六語』 、馮惟訥の『古詩紀』が挙げられる。特に『古今風謡』は歴代 古典から謡諺を整理し、内容も豊富である。また、出典と内容を簡略化し、ますます謡諺集の創作の最盛期を迎えた。謡諺 内容も「生活知恵・風土・地理・気象・農耕・牧業・漁業・植樹」などを網羅する。
 
宋代と明代に謡諺集が注目された一つの要因としては、














































   
 
本研究の対象は、清（一六一六～一九一二）浙江の杜文












諺の多くは民間より生れたものであり 特に当時の民衆社会に対する認識、政治への見方を反映している。 」のようにと説明されている。さらに「謡諺の流傳は、当世及び後世の詩歌の創作と発展に影響を与え、こ 役割から『古謡諺』は我が国 歴史 文学を研究する重要な資料 る。 」と記している。
２）
 
 
本稿では、そもそも杜文瀾が集めた『古謡諺』とは何な
のか、どのような意図をもって、膨大な謡諺を輯録し 刊行に至ったのか、古謡諺はこのような特徴を持ってい の
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